
○敦賀発電所１号機での過去１０年間の運

転実績において、送電系統の影響やタービ

ン設備の不具合の影響を受けて原子炉自

動停止とＭＳＩＶ閉止が発生した際、ＩＣを手

動操作により使用した事例が２件あった。 

○２件の実績を見ると、原子炉圧力を６．３７

～６．８６ＭＰａの範囲に調整するように１系

統のＩＣの弁開閉を手動で行っており、福島

第一１号機の津波襲来までの手動操作と同

様であった。 

○ＩＣによる原子炉圧力調整は、ＭＳＩＶの復

旧までの間、非常用復水器胴側への水補

給を行い、７、８時間継続されていた。 

○ＩＣ胴側温度は４、５回のＩＣ作動で沸騰状

態に到達していた。 

１．福島第一原子力発電所１号機の冷却機能喪失及び代替注水の状況 
③敦賀発電所１号機におけるＩＣ作動状況の例（参考） 

原子炉スクラム
信号により記録
紙早送り 
（1時間→１分） 

原子炉圧力 
赤色（６０～７５kg/cm2） 

参考：緑色 
（タービン蒸気流量） 

原子炉スクラム
まで記録紙送り
速さは記録紙時
刻とおり 

①原子炉スクラム発生
（タービン加減弁急速閉） 

②タービン加減弁が急速に閉
動作することで、原子炉圧力
が急上昇 
③主蒸気逃し弁が自動作動し、
（３弁）原子炉圧力が低下 

④主蒸気管圧力低下に
より主蒸気隔離弁閉弁 

⑤原子炉への給水による
原子炉圧力の低下 

⑥主蒸気隔離弁閉弁後、
燃料崩壊熱により原子
炉圧力上昇 

⑦非常用復水器Ａ系を手動で
作動開始（MOV-３Aを開弁） 

⑧非常用復水器Ａ系を手動で
停止（MOV-３Aを閉弁） 

⑨非常用復水器Ａ系を手動で
作動開始（MOV-３Aを開弁） 

ＩＣ作動時における原子炉圧力記録 

出典：１１月１８日日本原子力発電(株)「 「敦賀発電所１号機の非常用復水器の作動実績に係る
運転記録等に関する提出について（要請）」（平成23 年11 月11 日付 平成23・11・10 原院第2 
号）に対する報告について」に加筆 


